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リファレンスアーキテクチャー（ものづくり分野）
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日本のものづくりの特徴（良さ）は何か？

Ｐ：
計画

Ｄ：
実施

Ｃ：
解析

Ａ：
改善

活動の視点

Ｍ：材料

Ｍ：方法

Ｍ：ひと

Ｍ：機械
資
産
の
視
点

Ｑ：品質

Ｃ：原価

E：環境

Ｄ：納期

スマート
ものづくり単位
（ＳＭＵ）

現場の品質管理における要因は、
ひと、機械、材料、方法のいずれ
かに集約される。ものづくりの資産
はこの４つから構成される。

計画（Ｐ）、実行（Ｄ）、確認（Ｓ）では
なく、ＰＤＣＡサイクルによって、改善
をもとなうサイクルとしたことで、常
に内部から進化し続けるしくみと
なった。

品質と合わせて原価低減、ジャスト
インタイム、環境への配慮などを徹
底し、バランスのとれた管理指標を
意思決定の基本とする。
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リファレンスアーキテクチャ（ＩＶＲＡ）

スマートものづくり単位（ＳＭＵ）

スマート移動単位（ＰＬＵ）

３つの軸のバリューチェーン

ＩＶＩオントロジ

バリューコンテナ

役者 情報 モノ

製品軸活動の視点（ＰＤＣＡ）

資産の視点（４Ｍ）

管理の視点（ＱＣＤＥ） 知識軸

サービス軸

サイバーコンテナ

フィジカルコンテナ

ID

ID

ID

データ
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スマートシンキングのサイクル

System

Exploration 

問題発見

TO-BE

モデル
System

Recognition

問題共有

CAN-BE 

モデル

System

Orchestration

課題設定

System 

Transformation

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3

AS-IS 

モデル

CAN-DO

モデル

どのようになれたか
どうやっているのか

どうあって
欲しいのかどのようにできるのか
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スマート化のための４つのステージ

• AS-IS

• 現状の仕事のやり方、業務の進め方をそのまま記述し、何が問題であるの
か、そしてその原因となっている問題は何かを相互に理解する。

• TO-BE

• あるべき姿、ありたい姿として、理想ではなく、実際にこれから実現させる内
容を、関係者が理解し共通の目標となるよう具体的に示す。

• CAN-BE

• あるべき姿を実現するためのソリューション（解決策）について具体的な手順
を明らかにし、そのための道具とリソースを準備する。

• CAN-DO

• 実際に実現するために、人の問題（イナーシャ、抵抗勢力など）、お金の問
題、時間の問題、不確定要素の問題などに対応する。
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スマートシンキングの流れ

困りごと

困りごと

いつどこ

なぜなぜ

業務構成

Exploration

TO-BE

Recognition

stakeholders

CAN-DO
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

レイアウト

目標計画

割り振り

Transformation

AS-IS

やりとり
見える化

ロジック
モノコト

CAN-BE

待ち合せ

プロセス
状態遷移

データ構成

Orchestration
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オペレーションレベルのモデリング

役者

モノ（機械）

ロジック

機能

活動 プロセス

情報 データ

イベント

モノ（資材）

モノ

データ

トリガ

データ

注）ロジックは、
ＣＩＯＦでは
“サービス”と呼
びます。

イベント

トリガ

イベント

トリガ

データと紐
づいた情報

データと紐づいたモノ、情報は
データアイコンを付与します。

役者は直接データを扱わず、
情報として認識します。

イベントはトリガとして他の動作に
伝播します。

モノは設備（主体）と資材（客体）の
2つの側面があります。

人はその役割
によって定義さ
れます。
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オペレーションレベルのモデリング（詳細）

機能

活動

プロセス

モノ（資材）
データ

データ

情報

イベント

トリガ
活動手順

活動手順

モノ

イベント

トリガ
モノ（資材）

機能手順

機能手順
機能手順

イベント

トリガ

データプロセス手順

プロセス手順

データ
プロセス手順

情報

活動手順
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マネジメントレイアのモデリング

エリア

コンポーネント組織

ヒューマン視点でまと
まった単位を“組織”
として定義します。

フィジカル視点でまと
まった単位を“エリア”
として定義します。

サイバー視点でまとまっ
た単位を“コンポーネント”
として定義します。

注）エリアには組織やコン
ポーネントを含むことがで
きます。
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オントロジーとＥＲＯＴの関係

事実

事実

事実

状況（解釈）

課題

課題

課題
事実

事実

状況
（解釈）

事実

状況

課題

なぜ

なぜ
なぜ

状況
（あるべき姿）

状況（現状）

状況（目標）

業務（手段）

業務（手段）

課題

状況

状況

解決案

注）業務は状況を
変化させることが
できます。
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オントロジー（対象世界を記述する基本語彙）

作業

項目

条件

状態

事実

状況

課題

業務

手順

価値

活動 機能 プロセス

情報 モノ データ

カレンダ トリガ イベント

役者 ロジックモノ（機械）

マネジメント
レベルの単位

オペレーションレベルの単位 インプリメンテーション
レベルの単位
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オントロジー（対象世界を記述する基本語彙）

事実

状況

課題

業務

価値

活動 機能 プロセス

情報 モノ データ

カレンダ トリガ イベント

役者 ロジックモノ（機械）

マネジメント
レベルの単位

オペレーションレベルの単位

サービス構成モデル
Service Component Model

プロセス構成モデル
Process Component Model

イベント条件モデル
Event and Condition Model

データ構成モデル
Data Component Model

CIOF辞書モデル
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IVIの価値提案

スマートシンキング（ＥＲＯＴ）

問題発見

問題共有

課題設定

課題解決

企業間オープン連携（ＣＩＯＦ）

辞書

契約 認証

データ

信頼（trust）

安全（security）包括（inclusive）

AS-IS

TO-BE
CAN-BE

CAN-DO
（Exploration）

（Recognition）

（Orchestration）

（Transformation）

複数のサイトのリアルな現
場の情報をデータで表現
するために個別実装、個
別辞書、共通辞書を持つ。

複数の事業主体がデータ
取引に関与する際に必要
な契約の実効性を確保する
ための利用監視機能。

データおよびデータ取引に
関与するサイトおよびサイト
内のアセットのＩＤをグローバ
ルに管理し改ざん防止。
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ＣＩＯＦサービスメニュー（１／２）

• 基本サービス
• 機器のコンフィグ設定、アセットの設定（実装）、ユーザ設定、権限付与、ID
の発行など

• 契約サービス
• 個別契約書、共通契約書の作成、相手との通信、契約情報の照会、過去履
歴の管理など

• 伝送サービス
• PUSH/PULL、パブサブ、コレクト等のデータ伝送、履歴の記録、送信先の
認証、暗号化、経路設定、リカバリなど

• 辞書サービス
• 共通辞書、外部辞書の登録、検索機能、リコメンド機能、パブスク、履歴
（バージョン）管理など
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ＣＩＯＦサービスメニュー（２／２）

• 変換サービス
• 伝送データの変換、レコード変換、パラメータ変換、API設定、ルール設定、
テスト環境など

• 検索サービス
• 取引先検索、プロファイル検索、ビジネスマッチング、取引履歴照会、企業
グループ設定など

• 証明書サービス
• データ伝送履歴の照会、データ利用実績の照会、証明書の発行、正当性保
証機能、改ざん履歴の管理、など

• 認証サービス
• グローバルID機能、ソフトウェア認証、ハードウェア認証、認証局の管理、な
ど（実装対象外）
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データ取引とは

• データ取引（Data Trading）
• データ取引とは、データを異なるターミナル間で伝送するに際して、あらかじ
め、データの提供者とデータの利用者の双方で、データに関する権利および
義務を定め、それを履行すること。１つの取引は、その契約の締結から実際
のデータの伝送、そしてそれに伴う権利と義務の履行、そして契約の失効ま
での一連の行為を含む。ここで対象となるデータを、取引データと呼ぶ。

• 取引データ（Trading Data）
• データ取引の対象となる個々のデータのこと。連携サーバが固有のIDと付
与する。連携サーバIDと取引データIDでグローバルにユニークとなる。取引
データは、ハッシュが生成され、それを取引データの実体の代わりに保存す
ることで、取引データ間の突合せを可能とする。また、取引データのトレーサ
ビリティは、このハッシュを用いる。
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アーキテクチャ全体構成

連携
ﾀｰﾐﾅﾙ

連携
サーバ

コント
ローラ

サービ
ス実装

連携ﾏ
ﾈｰｼﾞｬ

辞書
サーバ

統括
サーバ

履歴
サーバ

連携
ﾀｰﾐﾅﾙ

コント
ローラ

サービ
ス実装

連携ﾏ
ﾈｰｼﾞｬ

ﾃﾞｰﾀ変
換ｻｰﾊﾞ

連携
サーバ

履歴
サーバ

注）ひとつだけ

サイト（エッジ内）サイト（エッジ内）

事業者
事業者

取引管理
ユーザ

取引管理
ユーザ

実装管理
ユーザ

実装管理
ユーザ

ネットワーク
管理ユーザ

ネットワーク
管理ユーザ

フレームワーク
管理ユーザ実際に取引データを送受信す

るために、インターネット上に
１つ以上存在し、連携ターミナ
ルから受け取った取引データ
を他の連携サーバまたは配下
の連携ターミナルに送信する。

共通辞書、個別辞書、
外部辞書を管理し、そ
の照会および登録、更
新、削除を行う。また、
名寄せなどにより、個
別辞書から共通辞書の
半自動生成やリコメンド
のための機能をもつ。

辞書の登録管理およ
び取引契約の登録管
理等を行う。また、履
歴の確認および証明
の依頼を行う。設定の
ためのユーザインタ
フェースを持つ。

ファイアフォールの
内側にあって、エッ
ジに近い特定のエ
リアに含まれるデ
バイスに対して、
データの送受信の
際の外部との接点
となりセキュリティ
やトレーサビリティ
を一括管理する。

インターネット上にただ１つだけ存
在し、複数の連携サーバ、履歴
サーバを統括し、それらのIDや物
理的なアドレスなどを管理する。

連携ターミナルが取
引データを送信また
は受信する際に、共
通辞書と個別辞書に
対応して、その値を変
換するサーバ。

データ取引契約や、
連携サーバが行っ
た実際の取引デー
タの送受信記録、
さらには連携ターミ
ナルから送られる
データ利用実績な
どを、分散台帳とし
て管理する。
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CIOFの階層構造

つながる世界（Connected World）

CIOF世界（COIF World）

ドメイン（Domain）

事業者（Enterprise）

サイト（Site）

エッジ（Edge）

現物（Physical Asset）

説明論理的階層

世の中のサーバー・フィジカル世界全体を示す。ここでは、事前の合意なく、さまざまなネットワーク
が自己増殖的にエコシステムを形成されている。そうした複数のエコシステムからなる世界である。

CIOFのサービスが適用できる全体の範囲。CIOFが関与したつながる世界として定義できる。こ
れは、統括サーバ（FCS）が管理する範囲に相当する。

さまざまな事業者が、ひとつのプラットフォーム企業あるいは団体によってまとまった単位。これは、
連携サーバが管理する範囲に相当する。事業者は必ずひとつのドメインに属する。

データ取引を主体的に行う単位で、企業または事業部に相当する。事象者が管理する範囲は複
数の工場におよぶ場合もある。したがって、事業者は複数のサイトをもつことができる。

機器が相互に連携する範囲であり、１つの連携ターミナルが管理する。モノの移動、およびデー
タの移動は、この単位で管理する。サイト内は、ファイアフォールによって外部から守られる。

リアルタイム性が要求されるエッジ内部の世界。ハードウェアに相当するエッジデバイス、ソフト
ウェアに相当するサービス実装およびデータ実装が存在し、独自のIDによって管理される。

個別のアセットとして単体で機能をもつ単位の集まり。ハードウェアとソフトウェアが一体となって、
目で見えるモノとして認識可能。IoTにおけるつながる最終的な対象（Thing）に相当する。
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CIOFの階層構造

つながる世界（Connected World）

CIOF世界（COIF World）

ドメイン（Domain）

事業者（Enterprise）

サイト（Site）

エッジ（Edge）

現物（Physical Asset）

統括サーバ
（Framework Control Server）

連携サーバ
（Hyper Connection Server）

連携マネージャ
（Hyper Connection Manager）

連携ターミナル
（Hyper Connection Terminal）

エッジコントローラ
（Edge Control Unit）

サービス固有ID

コントローラ内部
の管理ID

ドメイン内の
ユニークID

CIOF世界内の
ユニークID

標準グローバル
コード

フレームワーク
管理者

ドメイン管理者

事業者管理者

取引管理者

実装管理者

CIOFアセット論理的階層 権限の階層 IDの階層
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分散システムにおけるID管理

あらゆる世界でユニークなIDは、理論的には存在しませんが、特定の分野や標準などを指
定することで、一意に定めることは可能です。CIOFでは、CIOF世界でのユニークIDと、外部
のグローバルIDとを対応づけることで、あらゆる外部のシステムとつなげることができます。

CIOFは異なる事業者が管理するプラットフォームをつなげる分散システムであるため、それ
ぞれのプラットフォームが自律的に機能するため共通的なID管理は必要最小限にしています。
例としては、ドメインID、事業者ID、サイトIDがあります。

CIOFで利用する多くのデータは、ドメイン内、つまり連携サーバごとに定義されるプラット
フォーム内で共通のIDによって管理されます。事業者またはサイトが、他のドメインに移管さ
れる場合は、別途IDを発行する必要があります。

エッジ内部でローカルなIDは、CIOFが管理するIDとは別に、独自に発行し管理することがで
きます。エッジコントローラは、CIOFが管理するIDと、この独自の内部IDとの間で、コントロー
ラの責任の中で対応づけを行う必要があります。

現場において実際に利用されるさまざまなアセットは、それぞれのメーカーやサービス提供
者が設定した独自のIDが設定されています。こうしたIDは、コントローラ内部の管理IDとして、
そのまま利用することも可能です。

サービス固有のID

コントローラ内部の管理ID

ドメイン内のユニークID

CIOF世界内のユニークID

標準グローバルコード
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管理階層

CIOF世界全体を管理する。ドメインの新規追加、事業者およびサイトの登録および管

理などを行う。また、取引履歴に関する正当性の管理や証明書の発行、およびセキュ
リティの管理を行う。

各プラットフォームとして、共通辞書の管理、事業者の登録受付、連携サーバの管理
とメンテナンス、課金およびサポートなどを行う。事業者管理者に対するIDやパスワー
ドなどの権限設定を行う。

事業者全体の管理者として配下にあるサイト（連携ターミナル）の設定、連携マネー
ジャへのログイン可能なユーザを設定し、取引管理者、実装管理者、および辞書管理
者の権限設定を行う。

データ取引に関する契約を作成することができる権限を持つ。取引管理者は、対象サ
イトに帰属するデータについて、自分の事業者を含むすべての他のサイトとの間の
データ流通を管理する。

個々のサイトにおけるデータ実装、サービス実装の管理する。また、サイト内のエッジコ
ントローラの追加や削除、およびコントローラ内で扱うデータ実装、サービス実装と、そ
れぞれのコントローラ内で有効な内部IDとの対応を管理する。

フレームワーク
管理者

ドメイン管理者

事業者管理者

取引管理者

実装管理者
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データ取引の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象業務に対応した辞書や業務ア
プリの構造などを登録する。

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグレーター、
対象業務のエキスパート

マーケティング担当者、取
引先営業、契約担当者

調達担当者、出荷担当者、
現場の業務担当者

経理担当者、品質担当者、
経営戦略室スタッフ

プラットフォーマー、コンポー
ネント企業、標準化団体
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辞書の種類

共通辞書
✓異なるターミナル間でデータやサービスに関する用語を対応づけるために利用する。プラットフォーム企業
または標準化機関によって登録されます。

外部辞書
✓アプリやデバイスの提供者が作成し、その内容をデータ取引を行う事業者が個別辞書インポートして
利用する。

個別辞書
✓それぞれのターミナルで、独自に実装されているデータやサービスの内容を定義する。データ取
引はこの内容に対して行われる。

個別辞書

工場（ユーザ）

外部辞書

ベンダー

共通辞書

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ―

プラットフォーム企業

コンポーネント企業

データでつながる企業
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共通辞書と取引データの関係

共通辞書 個別辞書 個別実装 個別契約 個別データ

辞書を作るひと

ラインを実装するひと

契約を作成するひと

現場で作業するひと

取引管理者

実装管理者

辞書管理者

現場管理者

契約書

事業者間で意味を
伝えるための共通
となる用語を定義
します。

事業者内で利
用する用語を定
義または外部か
ら取得します。

サイトに個別の
システムとして
サービスとデー
タを実装します。

サイト間で個別
に契約を作成す
るときに設定し
ます。

契約にしたが
い一回でデータ
を送受信する
単位です。
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もくじ（８０分）：第二部

1. ＩＶＩの技術体系とＣＩＯＦ

2. ＣＩＯＦアーキテクチャの解説

3. ユースケースと操作手順

4. エッジコントローラの機能要件

5. サンプルシナリオによる説明

6. プロジェクト参加方法
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ユースケース（１）

プレス 曲げ 塗装 組立受注 出荷

塗装

プレス

曲げ

組立

受注

出荷 部品

部品

生産予定
生産実績

塗装企業部品企業

工程進捗 外注部分
生産オーダ

予定
実績

協力企業に外注
した工程の着手、
完了予定、および
実績を、定期的に
発注元企業に送
信する。

送信はプッシュ型（塗
装企業がトリガ）とプ
ル型（部品企業がト
リガ）の場合がある。

部品企業 部品企業 部品企業 塗装企業 部品企業 部品企業
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ユースケース（２）

部品企業

図面1

図面2

受注

図面管理 預かり図面

☑ 図面１

塗装企業

購買管理
（外注管理）

プレス 曲げ 塗装 組立受注 出荷

部品企業 部品企業 部品企業 塗装企業 部品企業 部品企業

削除通知

図面1

協力企業に外注する部品の図面をPDFで

送信し、利用および削除通知を受け取る。
必要に応じて削除リクエストを送る。

図面

図面2

削除依頼

削除

利用通知

利用
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ユースケース（３）

監視 管理 診断設備 保全

部品企業 部品企業 本社 設備メーカ 部品企業

管理

設備 運転

診断

過去データ

類似データ

現在の状況

本社

部品企業

状態

稼働

出来高

センサ

保全
状態

監視

設備メーカ

稼働状況

①稼働状況は本
社において稼働
管理と進捗管理
に利用します。

①

（保存）

稼働状況

②稼働状況を定
期的に提供
（PUSH）します。

設備メーカはその
データを保存可能
（診断用途限定）
とします。

②

異常検知（トリガ通知）

③異常が検知された場合には、トリガ実
装により異常個所と状況が通知されます。

③
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ユースケース（４）

監視 診断 手配設備 保全

部品企業 部品企業 設備メーカ 管理会社 部品企業

設備 運転

診断

過去データ

類似データ

部品企業

状態

センサ

（保存）

保全
状態

監視

設備メーカ

管理会社

手配

設備図
稼働状況

保守部品

保全方法

①設備メーカは、部品企業の稼働状況を管
理会社に（契約上合意の上で）通知します。

①

②③設備メーカは、設備図、保全方法を管
理会社に通知します。（これは、部品企業に
は通知されません。）

② ③
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データ取引の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象業務に対応した辞書や業務ア
プリの構造などを登録する。

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグレーター、
対象業務のエキスパート

マーケティング担当者、取
引先営業、契約担当者

調達担当者、出荷担当者、
現場の業務担当者

経理担当者、品質担当者、
経営戦略室スタッフ

プラットフォーマー、コンポー
ネント企業、標準化団体
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データ取引のロールモデル

新潟工場
東京下町
工場

取引データの提供者
（producer）

取引データの利用者
（consumer）

取引データ

サービス
記録

新潟工場
東京下町
工場

取引契約の起案者
（proposer）

取引契約の適応者
（responder）

契約

承諾／拒否

取引契約の起案者は、取引データの提供者
の場合と利用者の場合があります。
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CIOF連携マネージャ画面

モデリング
フェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

データ取引契約
フェーズ
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事業者プロファイル照会

登録された事業者
を検索します

事業者の内容が
表示されます

事業者がもつデー
タが表示されます

事業者がもつサービ
スが表示されます



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

取引契約管理

契約作成中の一
覧が表示されます

取引実施中の一
覧が表示されます

募集した契約とそ
の申込みリストです

契約に関する通信
履歴のリストです
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取引契約の内容

契約の概要

取引対象
データ

利用する側
のサービス

提供する側
のサービス

契約の個別
の条項
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取引起案フロー

①データ実
装の選択

②サービス
実装の選択

③取引先の
選択

④契約条項
の選択

⑤内容の確
認を送信
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取引適用フロー

①起案内容
の確認

②データ実
装の選択

③データの
マッピング

④サービス
実装の選択
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サービス利用記録（証明書）

取引契約を
選択します

サービス実行記録
を照会します

データ操作記録を
照会します

証明書を表示し
発行します
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もくじ（８０分）：第二部

1. ＩＶＩの技術体系とＣＩＯＦ

2. ＣＩＯＦアーキテクチャの解説

3. ユースケースと操作手順

4. エッジコントローラの機能要件

5. サンプルシナリオによる説明

6. プロジェクト参加方法
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エッジコントローラ機能概要

レベル０：必須 レベル１

◼ 取引データ削除機能
◼ 実行ログ管理機能
◼ 実装ステータス管理機能
◼ サービス記録管理機能

レベル２

◼ イベント監視機能
◼ 起動リクエスト機能
◼ カレンダ管理機能
◼ データベース照会機能
◼ 取引データトレース機能

◼ インターネット接続機能
◼ サービス構成管理機能
◼ データ構成管理機能
◼ 取引契約管理機能
◼ 取引データ送信機能
◼ 取引データ受信機能
◼ リクエスト送受信機能
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エッジコントローラ機能（チェックリスト）

□インターネット接続機能

□実装ステータス管理機能

□サービス構成管理機能

□データ構成管理機能

□取引契約管理機能

□サービス記録管理機能

□取引データ送信機能

□取引データ受信機能

□リクエスト送受信機能

□取引データ削除機能

□データベース照会機能

□取引データトレース機能

□トリガイベント監視機能

□カレンダ管理機能

□起動リクエスト機能

□実行ログ管理機能

エッジコントローラ名：

開発会社名：
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エッジコントローラごとの機能実装の状況（予定）
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基本機能（通信とログ機能）

• インターネット接続機能

エッジコントローラは、連携ターミナルとの間で通信プロトコルはHTTP
とし、連携ターミナルが提供するREST/APIを利用可能とする。通信に
おけるセキュリティ設定として、あらかじめ連携マネージャが発行した
IDおよびAPIキーによるベーシック認証に対応する。

• 実行ログ管理機能

エッジコントローラは、自分自身の起動および停止のログをローカル
に記録として保存する。また、配下のサービス実装について、その起
動および停止をログとしてローカルに記録する。また、配下のイベント
実装の発動や連携ターミナルとの通信を記録する。
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取引契約情報の管理

• 取引契約管理機能

エッジコントローラは、起動時または必要なタイミングで、連携ターミナ
ルから、その時点で登録されている取引契約の内容の中で、配下の
サービス実装が関与するものをすべて取得する。それぞれの取引契
約のIDと、対応するサービス実装、データ実装、プロセス実装、そして
イベント実装のIDを対応づける。

5.取引契約の取得
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エッジ内部の構成管理

• サービス構成管理機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから受け取ったサービス実装の
内容に基づき、配下にある実装されたすべてのソフトウェアモジュー
ルを、サービス実装として識別する。識別のために、エッジコントロー
ラが独自に管理する内部IDと、CIOFが設定したサービス実装IDを1
対1に対応付ける。

• データ構成管理機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから受け取ったデータ実装の内
容に基づき、配下にあるサービス実装が提供または利用するすべて
のデータ構成モデルの実装を、データ実装として識別する。エッジコン
トローラの内部にデータベースをもつ場合は、データベースにおける
テーブル名に対応する内部IDと、CIOFが設定したデータ実装IDを1
対1に対応付ける。

1.サービス実装の取得

3.データ実装の取得
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取引データの送受信

• 取引データ受信機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから受け取った取引データの内
容を、取引契約で指定されたサービス実装に、ただちに送信する。
サービス実装からの応答がない場合は、一定の期間、リトライする。
サービス実装から正常応答があった場合は、サービス記録（送信）と
して連携ターミナルへ報告する。

• 取引データ送信機能

エッジコントローラは、サービス実装からCIOF向けのデータを受信し
た場合、契約情報を手掛かりに取引データを構成し、連携ターミナル
に対して、ただちに送信する。送信した取引データがもつ内部のIDに
対して、連携ターミナルからの返信にある取引データIDを対応づけて
管理する。

7.取引データの取得

8.取引データの送信
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リクエスト（ＰＵＬＬ）機能

• リクエスト送受信機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから受け取ったリクエストパラ
メータの内容を、取引契約で指定されたサービス実装に、ただちに送
信する。サービス実装からCIOF向けのリクエストパラメータを受信し
た場合、契約情報を手掛かりに取引パラメータを構成し、連携ターミナ
ルに対して、ただちに送信する。

9.リクエストパラメータの取得 10.リクエストパラメータの送信
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取引データの削除機能

• 取引データ削除機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから取引データに対するデータ
削除リクエストをリクエストパラメータとして受け取った場合に、関係す
るサービス実装に対してその依頼を通知し、すべての削除が完了した
らその結果を報告する。
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内部状態とイベント通知

• 実装ステータス管理機能

エッジコントローラは、配下のサービス実装、プロセス実装、イベント実
装、およびデータ実装のステータスを連携ターミナルに通知する。連
携マネージャで設定した内容が、具体的な実装の実体と異なる場合
などは、その事実を連携ターミナルに通知する。

• サービス記録管理機能

エッジコントローラは、配下のサービス実装から受信したイベント情報
を、取引契約と対応づけて管理する。受信したイベント情報が、取引
中の取引契約に対応するものであり、かつ、記録の報告義務がある
場合は、連携ターミナルに対して、サービス記録（利用）として、ただち
に送信する。

2.サービス実装の状態通知 4.データ実装の状態通知

11.サービス記録の通知
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イベント監視とプロセス起動

• イベント監視機能

エッジコントローラは、取引契約の中で定義されたイベント実装の実行
を監視する。イベント実装が他のプロセス実装でトリガ実装として指定
されている場合は、そのプロセス実装に対する起動リクエストを発行
する。

• 起動リクエスト機能

エッジコントローラは、プロセス実装に対する起動リクエストが発行さ
れた場合に、該当するサービス実装に対して、対象となるプロセス実
装の起動を依頼し、実際に実行されたかを監視する。
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カレンダ機能のイベント管理

• カレンダ管理機能

エッジコントローラは、連携ターミナルから、カレンダ情報を取得し、カ
レンダ機能をもつサービス実装がもつプロセス実装とイベント実装を
生成する。カレンダ機能をもつサービス実装は、カレンダ情報に対応
してイベント実装を発動する。

6.カレンダの取得
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データベース機能とトレース機能

• データベース照会機能

エッジコントローラは、データベース機能を持つサービス実装に対して、
データ実装に対応する取引データの提供を依頼する。リクエストパラ
メータの指定がある場合は、対象レコードの限定を行う。データベース
では、連携ターミナルから受け取った取引データIDと、データベース内
部のレコードＩＤとを関係づけて管理する。

• 取引データトレース機能

エッジコントローラは、データベース機能をもつサービス実装が取引
データを保存した場合に、サービス記録（保存）として、連携ターミナル
に通知する。また、該当する取引データが、他の取引契約で提供され
た場合や、外部のサービスで利用された場合に、サービス記録（読
出）として、連携ターミナルに通知する。
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エッジ側のネットワーク構成

連携ターミナル
エッジコントローラ

サービス実装

エッジ
コントローラ

サービス
実装

サービス実装

①サービス実装内包型

②サービス実装通信型

注）連携ターミナルと同じ
ハードウェアにエッジコン
トローラが実装される場
合もあります。ただし、通
信方式は同じです。

機器 機器

機器機器

機器

HTTP/REST

HTTP/REST

通信プロトコル
は規定されて
いません。

ファイアフォール経由で
外部インターネット接続
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用語の整理

サービス実装

プロセス実装

プロセス実装

サービス実装

プロセス実装

データ実装

データ実装

データ実装

エッジコントローラ

イベント
実装

イベント実装

イベント実装

業務担当者からみて意味を把
握できるソフトウェアの最小単
位。業務プロセスの１ステップ
として、そこで得られた結果は、
他の業務で利用可能となる。

ソフトウェアの機能として実
際にデータ処理を行う単位。
サービス実装を構成し、デー
タ実装、イベント実装との間
で関係づけることができる。

サービス実装を、時点で起こる
特徴的な事象で把握するため
の単位。プロセス実装を定義
するための構成要素であり、プ
ロセス実装間を関係づける。

トリガ実装

プロセス実装の起動が、
他のイベント実装の発
動による場合にその関
係を示すための単位。

プロセス実装が提供または
利用するデータを、レコード
単位で保持するための構造
を示すもの。実装スキーマ、
あるいはDBのテーブル定
義に相当する。
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もくじ（８０分）：第二部

1. ＩＶＩの技術体系とＣＩＯＦ

2. ＣＩＯＦアーキテクチャの解説

3. ユースケースと操作手順

4. エッジコントローラの機能要件

5. サンプルシナリオによる説明

6. プロジェクト参加方法



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

連携ターミナルが提供するＡＰＩ

No 説明 HTTP API name

1 サービス実装の取得 GET service_implementations

2 サービス実装の状態通知 PUT service_implementations

3 データ実装の取得 GET data_implementations

4 データ実装の状態通知 PUT data_implementations

5 取引契約の取得 GET trade_contracts

6 カレンダの取得 GET calendars

7 取引データの取得 GET messages

8 取引データの送信 POST messages

9 リクエストパラメータの取得 GET requests

10 リクエストパラメータの送信 POST requests

11 サービス記録の通知 POST service_record
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エッジコントローラ用ＡＰＩ
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本仕様書のパラメータが想定するストーリー

1. 事務所側から工場側(取引先のため別事業者を想定)へ、現在の温湿度データを3レコード要求する。
2. 工場側から事務所側へ、温湿度データを3レコード送信する。
3. 事務所側は、受け取った温湿度データを利用したら、それを知らせる。

※サンプルストーリーがPullタイプの取引のため、6.カレンダの取得APIを使用していません。

事務所（取引先）工場

連携
ターミナル

連携ター
ミナル エッジ

コントローラエッジ
コントローラ

温湿度データ

温湿度データを3レコード要求

温湿度データを3レコード送信

温湿度データを利用したら通知

温湿度データ
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ストーリーに沿ったAPIの利用手順

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

①コントローラに関連するサービス実装を取得する

②コントローラに関連するサービス実装の状態を通知する

③コントローラに関連するデータ実装を取得する

④コントローラに関連する取引契約IDおよび付帯情報の一覧を取得する

⑤取得した情報から、それぞれのコントローラが対応すべき内容を判断する

⑥事務所側がリクエストパラメータを送信する

⑦工場側がリクエストパラメータを受信する

⑧工場側がデータを準備する

⑨工場側が取引データを送信する

⑩事務所側が取引データを受信する

⑪事務所側がデータを利用する

⑫事務所側がデータを利用したことを通知する

(1.サービス実装の取得)(1.サービス実装の取得)

(2.サービス実装の状態通知)(2.サービス実装の状態通知)

(3.データ実装の取得)(3.データ実装の取得)

(5.取引契約の取得)(5.取引契約の取得)

(10.リクエストパラメータの送信)

(9.リクエストパラメータの取得)

(8.取引データの送信)

(7.取引データの取得)

(11.サービス記録の通知)
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ステップ１ (1.サービス実装の取得)

[

{

"id": "10501",

"local_id": "x5VrQsPfiqrzc2J",

"name": "環境情報取得サービス",

"description": "環境データを取得する",

"device_id": [

"device001"

],

"process_implementations": [

{

"id": "10601",

"local_id": "ShN69VWpC9",

"name": "温湿度の計測",

"description": "温度を計測して、値を応答する",

"process_operation_implementations": [

{

"id": "10701",

"index": "1",

"description": "計測値を生成する",

"data_implementation_id": "10901",

"operation_type": "create"

}

],

GET /hct/api/v2/service_implementations
コントローラに関連するサービス実装を取得する

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

工場側
（提供者）

"event_implementations": [

{

"id": "10801",

"local_id": "3pyf4k7g9u94",

"event_type": “monitor",

“name”: “計測終了",

“description”: “計測を終了するイベント"

},

{

"id": "10802",

"local_id": "ThSf7UaGDUnd",

"event_type": "trigger",

"name": "計測開始",

"description": "計測を開始するトリガイベント"

}

]

}

]

}

]

サービス実装

プロセス実装

ID: 10501

環境情報取得サービス
x5VrQsPfiqrzc2J

ID: 10601

温湿度の計測
ShN69VWpC9

ID: 10802

計測開始
ThSf7UaGDUnd

プロセス実装

イベント実装

ID: 10602

開始ボタン制御
ivzbgvdmrxg7

トリガ実装

イベント実装

ID: 10801

計測終了
3pyf4k7g9u94

このプロセスによってデータ（計
測値）が生成されることを示す。

トリガ実装は、event_type=“trigger”

として設定される。
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ステップ２(2.サービス実装の状態通知)

コントローラに関連するサービス実装の状態を通知する
PUT /hct/api/v2/service_implementations

[

{

"id": "10501",

"local_id": "x5VrQsPfiqrzc2J",

"status": "ready",

"remarks": "通常状態",

"process_implementations": [

{

"id": "10601",

"local_id": "ShN69VWpC9",

"status": "ready",

"remarks": "通常状態",

"event_implementations": [

{

"id": "10801",

"local_id": "ThSf7UaGDUnd",

"status": "ready",

"remarks": "通常状態"

}

]

}

]

}

]

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

工場側
（提供者）

サービス実装

プロセス実装

イベント実装

ID: 10501

ready

通常状態

ID: 10601

ready

通常状態

ID: 10801

ready

通常状態

トリガ
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ステップ３(3.データ実装の取得)

コントローラに関連するデータ実装を取得する
[

{

"id": "10901",

"local_id": "BNA67LcB",

"name": "計測値",

"description": "計測された値を示す",

"service_implementation_id": "10501",

"data_property_implementations": [

{

"id": "11001",

"index": "1",

"local_id": "bRxJwA4FQj",

"name": "温度",

"description": "温度の値を摂氏で示す",

"data_type": “float",

"is_primary_key": false,

"is_required": true,

"default_value": "null"

},

{

"id": "11002",

"index": "2",

"local_id": "cRxJwA4FQj",

"name": "湿度",

"description": "湿度の値を相対湿度で示す",

"data_type": "float",

"is_primary_key": false,

"is_required": true,

"default_value": "null"

}

]

}

]

GET /hct/api/v2/data_implementations

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

工場側
（提供者）

データ実装

データ項目
実装

データ項目
実装

ID: 10901

計測値
BNA67LcB 

ID: 11001

温度
bRxJwA4FQj

ID: 11002

湿度
cRxJwA4FQj
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ステップ４(5.取引契約の取得)

コントローラに関連する取引契約IDおよび付帯情報の一覧を取得する

[

{

"id": "10001",

"contract_type": "produce",

"data_implementation_local_id": "BNA67LcB",

"service_implementation_local_id": "x5VrQsPfiqrzc2J",

"process_implementation_local_id": "ShN69VWpC9",

"event_implementation_local_id": [

"ThSf7UaGDUnd"

],

"start_datetime": "2019-06-12T09:10:06.922Z",

"end_datetime": "2021-06-12T09:10:06.922Z"

}

]

GET /hct/api/v2/trade_contracts

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

取引契約 データ実装

サービス実装

ID: 10001

区分：提供

BNA67LcB

→計測値

x5VrQsPfiqrzc2J

→環境情報取得サービス

プロセス実装

イベント実装

ShN69VWpC9 

→温湿度の計測

ThSf7UaGDUnd

計測開始

トリガ
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ステップ５

取得した情報から、それぞれのコントローラが対応すべき内容を判断する

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

取引契約 データ実装

サービス実装

ID: 10001（提供） ID: 10901

計測値
BNA67LcB

ID: 10501

環境情報取得サービス
x5VrQsPfiqrzc2J

プロセス実装

イベント実装

ID: 10601

温湿度の計測
ShN69VWpC9 

ID: 10801

計測開始
ThSf7UaGDUnd

トリガ

取引契約 データ実装

サービス実装

ID: 10001（利用）
ID: 10901

計測値
tNV9VEWG

プロセス実装

イベント実装

モニタ

ID: 10521

環境診断サービス
uthi4tyz85qg

ID: 10621

温湿度集計プロセス
2wbkddbb42hg

ID: 10821

集計結果の表示
38z7uw73qwaj
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ステップ６ (10.リクエストパラメータの送信)

事務所側がリクエストパラメータを送信する

{

"contract_id": "10001",

"request_type": "create",

"created_at": "2016-06-12T09:10:06.922Z",

"response_limit": "2019-06-12T09:10:06.922Z",

"condition": "最新の3レコードをください"

}

POST /hct/api/v2/requests

{

"contract_id": "10001",

"request_type": "create",

"created_at": "2016-06-12T09:10:06.922Z",

"response_limit": "2019-06-12T09:10:06.922Z",

"condition": "最新の3レコードをください",

"request_parameter_id": "20001"

}

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

取引契約

契約ID: 10001

パラメータID: 20001

リクエスト区分: 生成

“最新の3レコードをください”という部分は、
サービス実装が理解可能な文字列として
設定します。たとえば、ＳＱＬのwhere句
に相当する文字列を設定します。
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ステップ７ (9.リクエストパラメータの取得)

工場側がリクエストパラメータを受信する

[

{

"contract_id": "10001",

"request_type": "create",

"created_at": "2016-06-12T09:10:06.922Z",

"response_limit": "2019-06-12T09:10:06.922Z",

"condition": "最新の3レコードをください",

"request_parameter_id": "20001"

}

]

GET /hct/api/v2/requests

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

取引契約

契約ID: 10001

パラメータID: 20001

リクエスト区分: 生成
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ステップ８

工場側がデータを準備する

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

取引契約

契約ID: 10001

パラメータID: 20001

リクエスト区分: 生成

取引契約 データ実装

サービス実装

ID: 10001

区分：提供

BNA67LcB

→計測値

x5VrQsPfiqrzc2J

→環境情報取得サービス

プロセス実装

イベント実装

ShN69VWpC9 

→温湿度の計測

ThSf7UaGDUnd

計測開始

トリガ

サービス実装（x5VrQsPfiqrzc2J）が
もつプロセス実装（ShN69VWpC9）
を起動し、データ実装（BNA67LcB）
について“最新の3レコードをください”

を実行する。
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ステップ９ (8.取引データの送信)

工場側が取引データを送信する

{

"request_parameter_id": "20001",

"trade_contract_id": "10001",

"contents": [

[

"25",

"85"

],

[

"27",

"80"

],

[

"21",

"76"

]

]

}

{

"id": "12345678"

}

POST /hct/api/v2/messages

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

ID 属性1 属性2

1 25 85

2 27 80

3 21 76

取引データID: 12345678

リクエストパラメータID: 20001

取引契約ID: 10001 
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ステップ１０ (7.取引データの取得)

事務所側が取引データを受信する

[

{

"id": "12345678",

"domain": "81",

“request_parameter_id”: “20001”, 

"trade_contract_id": "10001",

"headers": [

"温度",

"湿度"

],

GET /hct/api/v2/messages

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

"contents": [

[

"25",

"85"

],

[

"27",

"80"

],

[

"21",

"76"

]

]

}

]

ID 温度 湿度

1 25 85

2 27 80

3 21 76

取引データID: 12345678

リクエストパラメータID: 20001

取引契約ID: 10001 

辞書サーバよりヘッダを
追加することができます。



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

ステップ１１

事務所側がデータを利用する

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

サービス実装

プロセス実装

イベント実装

ID: 10521

環境診断サービス
uthi4tyz85qg

ID: 10621

温湿度集計プロセス
2wbkddbb42hg

ID: 10821

集計結果の表示
38z7uw73qwaj

データ実装
プロセス
手順実装 取引データID: 12345678

発動
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ステップ１２ (11.サービス記録の通知)

事務所側がデータを利用したことを通知する

{

"service_implementation_id": "10521",

“event_implementation_id": "10821",

"data_id": "12345678",

"event_type": “use",

"timestamp": "2020-09-17T09:10:06.922Z",

"result": "0",

"note": "値を利用し、端末に表示しました。"

}

POST /hct/api/v2/service_record

{

"id": "980001",

"service_implementation_id": "10521",

“event_implementation_id": "10821",

"data_id": "12345678",

"event_type": "create",

"timestamp": "2020-09-17T09:10:06.922Z",

"result": "0",

"note": "値を利用し、端末に表示しました。"

}

エッジ
コントローラ

連携
ターミナル

連携
ターミナル

エッジ
コントローラ

事務所側
（利用者）

工場側
（提供者）

サービス実装

プロセス実装

イベント実装

ID: 10521

環境診断サービス
uthi4tyz85qg

ID: 10821

集計結果の表示
38z7uw73qwaj

データ実装

取引データID: 12345678
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イベント実装によるプロセスの起動

プロセス実装１

A

プロセス実装２

プロセス実装３

トリガ

イベント実装

トリガ

トリガ

モニタ

モニタ

モニタ

プロセス実装には起動する
ためのトリガとなるイベント実
装が存在する。これをトリガ
実装として連携マネージャ上
で定義している。

エッジコントローラは、取引情報として、
特定のイベント実装が、別のプロセス実
装のトリガ実装であることを知らされる。

イベン実装トAが実行されたら
プロセス実装３を起動する

トリガテーブル
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項目名 英語名 説明

カレンダID id 定義したカレンダを識別するID

名称 name カレンダの実装名称

基準日 start_date カレンダイベントを実行するにあたっての基準となる日時。

曜日 days_of_week 週の曜日を要素とするリスト

間隔 interval 間隔区分に対応する数値

間隔区分 interval_type 間隔の単位

終了日 end_date イベントを監視を終了する日時

回数 number_of_occurrences イベントを実行する回数。この回数おこなったら終了する。

タイムゾーン recurrence_time_zone 該当するタイムゾーン

カレンダの構造

分ごと（minute）
時間ごと（hour）
日ごと（day）
週間ごと（week）
カ月ごと（month）
年ごと（year）

月(Monday)

火(Tuesday)

水(Wednesday)

木(Thursday)

金(Friday)

土(Saturday)

日(Sunday)

サービス実装
・・・”Calendar”

プロセス実装
・・・カレンダID

プロセス実装
・・・”CalendarExecution”
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データベースとの対応

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE 1L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1L 冷蔵棚

10004キムチ 1パック 冷蔵棚

10005OICOS 4個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4個 冷蔵棚

10009缶ビール 4本 冷蔵棚

10010ロースハム 2パック 冷蔵棚

10011生ハム 2パック チルド

10012ポークウィンナー 2袋 チルド

10013豚肩ロース 744g チルド

10014鶏モモ肉 817g チルド

10015豚切り落とし 748g チルド

10016卵 14個 冷蔵トビラ

10017バター 1パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

在庫移動 品目ID 品名 単位 区域 数量 移動日時

10002 10039カレー粉 パック 冷蔵棚 -2 2020/7/13

10003 10038ジャガイモ 個 冷凍庫 -2 2020/7/13

10010 10027玉ねぎ 個 野菜室 -1 2020/7/13

10011 10013豚肩ロース g チルド -300 2020/7/13

10012 100031日分の野菜 L 冷蔵棚 1 2020/7/13

テーブル名：在庫移動

データ実装

冷蔵庫

在庫移動

データ項目実装 データ実装

ID 冷蔵庫

品名 冷蔵庫

数量 冷蔵庫

単位 冷蔵庫

配置 冷蔵庫

在庫移動 在庫移動

品目ID 在庫移動

データ実装

データ項目実装
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取引データとレコードの関係

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2 L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE 1 L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1 L 冷蔵棚

10004キムチ 1 パック 冷蔵棚

10005OICOS 4 個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2 パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3 パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4 個 冷蔵棚

10009缶ビール 4 本 冷蔵棚

10010ロースハム 2 パック 冷蔵棚

10011生ハム 2 パック チルド

10012ポークウィンナー 2 袋 チルド

10013豚肩ロース 744 g チルド

10014鶏モモ肉 817 g チルド

10015豚切り落とし 748 g チルド

10016卵 14 個 冷蔵トビラ

10017バター 1 パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1 本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1 本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

取引
データID

データ実
装

ID
サービス
実装

プロセス実
装

事実区
分

D0001 冷蔵庫 10001 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10005 DBMS データ保存 保管

D0003 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 改変

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

取引データ管理テーブル

D0001

D0003

D0001

D0002

D0002
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取引データとレコードの関係

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE 1L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1L 冷蔵棚

10004キムチ 1パック 冷蔵棚

10005OICOS 4個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4個 冷蔵棚

10009缶ビール 4本 冷蔵棚

10010ロースハム 2パック 冷蔵棚

10011生ハム 2パック チルド

10012ポークウィンナー 2袋 チルド

10013豚肩ロース 744g チルド

10014鶏モモ肉 817g チルド

10015豚切り落とし 748g チルド

10016卵 14個 冷蔵トビラ

10017バター 1パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

取引
データID

データ実
装

ID
サービス
実装

プロセス実
装

事実区
分

D0001 冷蔵庫 10001 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10005 DBMS データ保存 保管

D0003 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 改変

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

取引データ管理テーブル

D0001

D0001

D0001

取引データD0001とし
て、10001, 10002, 

10003を取得し保管

取引１
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取引データとレコードの関係

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE 1L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1L 冷蔵棚

10004キムチ 1パック 冷蔵棚

10005OICOS 4個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4個 冷蔵棚

10009缶ビール 4本 冷蔵棚

10010ロースハム 2パック 冷蔵棚

10011生ハム 2パック チルド

10012ポークウィンナー 2袋 チルド

10013豚肩ロース 744g チルド

10014鶏モモ肉 817g チルド

10015豚切り落とし 748g チルド

10016卵 14個 冷蔵トビラ

10017バター 1パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

取引
データID

データ実
装

ID
サービス
実装

プロセス実
装

事実区
分

D0001 冷蔵庫 10001 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10005 DBMS データ保存 保管

D0003 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 改変

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

取引データ管理テーブル

D0001

D0001

D0001

D0002

D0002

取引データD0002とし
て、10004, 10005を取
得し保管

取引２
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取引データとレコードの関係

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE -9L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1L 冷蔵棚

10004キムチ 1パック 冷蔵棚

10005OICOS 4個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4個 冷蔵棚

10009缶ビール 4本 冷蔵棚

10010ロースハム 2パック 冷蔵棚

10011生ハム 2パック チルド

10012ポークウィンナー 2袋 チルド

10013豚肩ロース 744g チルド

10014鶏モモ肉 817g チルド

10015豚切り落とし 748g チルド

10016卵 14個 冷蔵トビラ

10017バター 1パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

取引
データID

データ実
装

ID
サービス
実装

プロセス実
装

事実区
分

D0001 冷蔵庫 10001 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10005 DBMS データ保存 保管

D0003 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 改変

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

D0002 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

取引データ管理テーブル

D0001

D0001

D0002

D0002

D0003

取引データD0003とし
て、10002を取得。すで
にIDがあるのでDBを
更新

取引３
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取引データとレコードの関係

ID 品名 数量 単位 配置

10001麦茶 2L 冷蔵棚

10002BLACK COFFE 1L 冷蔵棚

100031日分の野菜 1L 冷蔵棚

10004キムチ 1パック 冷蔵棚

10005OICOS 4個 冷蔵棚

10006絹豆腐 2パック 冷蔵棚

10007オクラ昆布 3パック 冷蔵棚

10008ウィダーゼリー 4個 冷蔵棚

10009缶ビール 4本 冷蔵棚

10010ロースハム 2パック 冷蔵棚

10011生ハム 2パック チルド

10012ポークウィンナー 2袋 チルド

10013豚肩ロース 744g チルド

10014鶏モモ肉 817g チルド

10015豚切り落とし 748g チルド

10016卵 14個 冷蔵トビラ

10017バター 1パック 冷蔵トビラ

10018マヨネーズ 1本 冷蔵トビラ

10019ケチャップ 1本 冷蔵トビラ

テーブル名：冷蔵庫

取引
データID

データ実
装

ID
サービス
実装

プロセス実
装

事実区
分

D0001 冷蔵庫 10001 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 保管

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ保存 保管

D0002 冷蔵庫 10005 DBMS データ保存 保管

D0003 冷蔵庫 10002 DBMS データ保存 改変

D0001 冷蔵庫 10003 DBMS データ読出 読出

D0002 冷蔵庫 10004 DBMS データ読出 読出

取引データ管理テーブル

D0001

D0001

D0002

D0002

D0003

取引データD0001であ
る10003、D0002であ
る10004レコードをリク
エストにより提供

取引４
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もくじ（８０分）：第二部

1. ＩＶＩの技術体系とＣＩＯＦ

2. ＣＩＯＦアーキテクチャの解説

3. ユースケースと操作手順

4. エッジコントローラの機能要件

5. サンプルシナリオによる説明

6. プロジェクト参加方法
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ＣＩＯＦのステークホルダ

NEDO –CIOFプロジェクト
メンバ企業

IVI正会員／サポート会員
／実装会員

工場または事業所をもつ企業
およびその取引先

API情報、技術情報は公開、
サンプルやSDKは非公開

IVI正会員（工場または事業所
をもつ企業）

IT企業（コンポーネント開発
企業またはインテ部レータ）

非会員

IVI会員

コンポーネント申請が必要で
す（10月９日より受付開始）

現在第二期開発中（2022

年3月プロジェクト完了）

IVIコンポーネントの利用は、
会員／非会員を問わず可能

IVI業務シナリオ2020にて、
実証実験（2021年3月完了）
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ＩＶＩプラットフォーム・コンポーネント申請

https://pfcp.iv-i.org/wp/
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ＩＶＩプラットフォーム・コンポーネント申請

ＩＶＩコンポーネントの本年度の申請受付は10月9日からとなります。
なお、ＩＶＩプラットフォームは本年度は募集していません。
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委員会／WGの構成

• 総合企画委員会／規格ビジネスWG

• IVRA普及啓発と国際展開

• スマートシンキング標準化

• CIOFコンポーネント認証

• ビジネス連携委員会／プラットフォームWG

• IVIモデラーとスマートシンキング開発

• 共通辞書／テンプレート開発

• CIOFビジネスモデル構築支援

87

辞書開発、
共通スキー
マ設計

業務シナリ
オ事例テン
プレート

アーキテクチャ
／国際連携 データ取引

ビジネスモ
デル規約

つながる化
方法論リ
サーチ

CIOFの実装

（エッジコント
ローラ、ツール）

活動内容
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規格ビジネス／プラットフォーム・合同ＷＧメンバー募集

• 月一回のWeb会議（第3木曜１５時３０より）
• 年内は合同WGとして実施（西岡も参加）
• メンバー受付は１０月のシンポジウムにて開始
• 第１回は１０月１５日（木）より、ガイダンス含む
• １２月よりSWGごとの活動を開始、ゴール設定
• 最終ゴールは３月報告書→ハノーバーメッセ発表

１０月１５日（木） IVRA-Next/CIOF解説＆議論
１１月１９日（木） CIOF実装／IVIモデラー解説＆議論
１２月１７日（木） 2020年度業務シナリオWG分析
１月２１日（木） 個別のWGに分かれての活動
２月１８日（木） 個別のWGに分かれての活動
３月１８日（木） 報告書まとめ

メンバーページにて各自で登録
可能です。10月10日以降は、事
務局までご連絡ください。

2020年度規格ビジネス／プラット
フォーム合同WG

メンバーページ→グループ→

参加方法



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

IVIからのお知らせ

皆さんの参加をお待ちしています

IVI公開シンポジウム2020-Autumn-
～ コロナ禍で、ものづくり革命進行中！ ～

主 催 ：一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

日 時 ：2020年10月08日（木）12:30 ～ 18:40

場 所 ：第一部（Youtube Liveによる配信）

第二部（MicroSoft Teamsによる相互交流）

定 員 ：特に制限を予定しておりません

参加費：無料
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業務シナリオＷＧの内容を一挙公開！

17:40よりオンライン懇親会があります。

各ＷＧの発表者への直接の質問の会場や、ＣＩＯＦの詳細な議
論（西岡担当）会場などに参加して、理解を深めてください。
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